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【恒例】トンボ新春座談会2016
～ みんなで言いたい放題 ～

新年を迎えて、今年もトンボの皆さんによる座談会を開催しました。
司会は銀太郎です。よろしくお願いします。

(銀太郎）さて、新年の抱負を自由にお話しください。

(シオ爺) わしは、ファンクラブの活動を社会の動きと合わせて
欲しいのだ。

(ショウ坊) ボクには何か難しそうだけれど、わかりやすく
説明してくれる？

(シオ爺) 「ＳＤＧｓ」って聞いたことがあるかな？

(アカネちゃん) 昨年、国連加盟国が合意した「国際社会が2030年までに地球全体で
目指すべき目標」のことね。Sustainable Development Goals（持続可
能な開発目標）の略で、１７の目標からなるのよね。

（ショウ坊）それがファンクラブの活動とどんな関係があるの？

（シオ爺）実は、15番目の目標は、ＪＦＥトンボみち憲章（自然との共生、生物多様性の保全、

地域のオアシス）につながっているんじゃよ。

(アカネちゃん) わたしたちの憲章は、国際社会の目標に含まれているのね！すごいわ！

(銀太郎) おやおや、話がだいぶ大きくなりましたが、身近な課題についてはどうですか？

(シオ爺) 「生きもの調査」をやって、トンボみちで暮らしている仲間達をキチンと調べたい

のお～。いったい、どんな虫や鳥や植物がいるのかな？

(ショウ坊) 賛成！ボクも知りたいや。

（アカネちゃん）わたしは、つるみ臨海フェスティバルで集まった寄付金を活用して、種から草

花を育ててみたいわ。そして、育てた草花をフェスティバルで配りたいわ。

(銀太郎) 僕は去年少なかったギンヤンマを復活させたい。そのために水草を整理して、

池の水面を広げたいなあ～。

（・・・といった具合に、座談会は続いたのでした。・・・）

(銀太郎) さて、皆さんから伺ったお話をファンクラブメンバーに伝えて、より良い活動につ

なげてもらいましょう。本日はありがとうございました。

シオカラトンボのシオ爺とショウジョウトンボのショウ坊は汐
入小学校の生徒が描いたイラスト、アカネちゃんは横浜市
京浜の森づくり事業のマスコットキャラクターです。

正門の自家製松飾り



活動予定 ※雨天は１週間延期

今月 ： １月２３日（土） ９時～１１時
来月 ： ２月２７日（土） ９時～１１時

事前の申込みは不要です。誰でも参加可能！

 

京浜の森ロゴマーク
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【シリーズ】 トンボみち の 仲間たち

１２月２６日（土）のファンクラブ活動の様子です。 （撮影： 山田さん）

公式ホームページをご覧ください

【連載2】続・トンボ百科 ～ 日本人とトンボの関わり ～

②トンボはなぜ縁起の良い虫か？

昔、雄略天皇が狩りに出かけたおり、腕をかんだアブをトンボが捕らえてくれた

という逸話はよく知られる。そのためか、その後武具のカブトや刀のつばなどには

しばしばトンボの姿が登場した。戦国時代、前へしか進まないこの昆虫が不転退の

象徴「勝ち虫」として武士たちに喜ばれたともいう。武家社会である江戸時代、

当然トンボは縁起の良い虫であり続けた。

明治維新後も、古い呼び名「秋津」から、

国の名を冠した虫として大事に扱われたらしい。

（文責：田口正男農学博士）

勝ち虫の勝ち虫

白菜、こんなにとれました

池の周りもきれいに清掃

草も堆肥に
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恒例の年越しそば

ミカンの収穫

ファンクラブのみなさん

ミヤマアカネを食べるシオカラトンボ


